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国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

全
機
関
・
全
組
合
員
・
御
家

族
の
皆
様
、
昨
年
一
年
の
ご
奮

闘
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
国
労
西
日
本
本

部
を
代
表
し
て
年
頭
に
あ
た
り

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の

年
で
あ
り
ま
し
た
。
世
界
を
見

る
と
今
も
続
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
な
ど
戦

争
に
よ
り
罪
も
な
い
人
々
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
即

時
停
戦
と
対
話
に
よ
る
平
和
的

解
決
へ
の
道
を
望
む
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
戦
争
の

愚
か
さ
、
核
・
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
、
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
。
」
こ
と
を

学
び
、
『
平
和
の
大
切
さ
』

『
武
力
』
で
『
平
和
』
が
守
れ

な
い
こ
と
を
語
り
繋
げ
次
世
代

に
継
承
し
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。
10
月
の
臨
時
国
会
で
は
自

民
党
高
市
総
裁
が
首
相
に
選
出

さ
れ
自
維
連
立
政
権
が
発
足
を

し
ま
し
た
が
連
立
の
合
意
書
で

は
、
医
療
費
の
削
減
を
は
じ
め

社
会
保
障
改
悪
、
大
軍
拡
の
前

倒
し
、
議
員
定
数
の
削
減
、
ス

パ
イ
防
止
法
な
ど
悪
政
を
目
論

む
危
険
な
内
容
を
推
し
進
め
て

い
ま
す
。
今
、
国
民
が
望
ん
で

い
る
の
は
物
価
高
騰
に
苦
慮
し

て
い
る
国
民
生
活
を
守
る
た
め

消
費
税
の
減
税
と
賃
上
げ
、
政

治
と
カ
ネ
の
裏
金
問
題
、
企
業
・

団
体
献
金
の
禁
止
、
原
発
再
稼

働
の
中
止
、
誰
も
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
望
ん

で
い
る
の
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％

を
超
え
る
軍
事
費
の
た
め
に
年

金
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
削
減

と
負
担
増
に
よ
る
軍
拡
・
増
税

へ
の
策
動
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と

も
に
『
戦
争
す
る
国
』
へ
と
推

し
進
め
る
も
の
で
す
。
専
守
防

衛
に
基
づ
く
安
全
保
障
、
非
核

三
原
則
の
堅
持
、
憲
法
９
条
の

改
悪
・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
許
さ
ず
、
新
基
地
建
設
の
中

止
。
核
兵
器
廃
絶
、
脱
原
発
、

平
和
で
安
全
な
世
の
中
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
求
め
春

闘
の
闘
い
と
合
わ
せ
運
動
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。Ｊ

Ｒ
西
日
本
会
社
に
お
い
て

は
、
構
造
改
革
・
効
率
化
、
徹

底
し
た
コ
ス
ト
削
減
と
施
策
の

実
施
に
取
り
組
み
、
駅
業
務
体

制
の
見
直
し
を
は
じ
め
各
系
統

に
お
い
て
業
務
体
系
の
見
直
し
、

機
械
化
・
シ
ス
テ
ム
化
・
委
託

化
・
外
注
化
な
ど
「
合
理
化
」

施
策
が
よ
り
一
層
加
速
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
「
墜
落
・
感

電
・
触
車
」
の
重
大
労
災
事
故

も
発
生
を
し
ま
し
た
。
コ
ス
ト

削
減
を
目
的
と
し
た
業
務
の
効

率
化
に
よ
る
要
員
削
減
、
勤
務

実
態
や
技
術
継
承
の
欠
落
な
ど
、

抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
す
。

悲
惨
な
事
故
を
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
安
全
・
安
心
の
鉄
道
輸
送

の
確
保
、
労
働
条
件
の
改
善
と

健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
を
は
じ
め
格

差
を
許
さ
な
い
立
場
で
闘
い
を

進
め
る
こ
と
が
益
々
重
要
で
あ

り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
会
社
が
発
足
し
39

年
、

政
府
か
ら
「
公
益
事
業
」
の
指

定
を
受
け
た
事
業
で
あ
り
、
そ

の
使
命
や
役
割
、
極
め
て
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
い

る
こ
と
、
地
方
交
通
線
の
存
廃

は
地
方
・
地
域
の
将
来
展
望
に

関
わ
る
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
「
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
」
が
２
０
２
３

年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
管
内
の
芸
備
線
に
つ
い

て
協
議
会
の
設
置
に
よ
り
議
論

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
国
が

責
任
を
持
ち
、
関
係
地
方
自
治

体
・
地
域
住
民
・
利
用
者
の
意

見
を
十
分
聞
き
入
れ
、
鉄
道
駅

を
基
点
に
し
た
地
方
・
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
観
点
か
ら
社
会
生
活
が
営
め

る
よ
う
に
国
の
役
割
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
の
鉄
道
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
労
働
組
合
と
し

て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
廃

止
・
大
幅
減
便
に
反
対
し
、
地

域
住
民
の
移
動
す
る
権
利
と
安

全
・
安
心
の
公
共
交
通
の
確
保

に
向
け
て
、
引
き
続
き
運
動
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
春
闘
で
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
む
す
べ

て
の
労
働
者
に
対
し
物
価
高
騰

を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
、
雇
用

の
確
保
、
会
社
間
格
差
の
是
正
、

安
全
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件

の
改
善
、
非
正
規
社
員
の
正
社

員
化
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、

明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
と
生

活
改
善
を
図
る
た
め
、
全
国
統

一
闘
争
・
統
一
要
求
の
実
現
に

向
け
全
組
合
員
が
総
団
結
し
奮

闘
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
労

働
者
と
と
も
に
話
し
合
い
、

「
働
き
や
す
い
職
場
に
し
た
い
。
」

と
い
う
切
実
な
声
を
大
切
に
、

職
場
を
基
礎
に
結
び
付
き
を
強

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

と
経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教

訓
を
自
信
と
確
信
に
本
部
闘
争

指
示
に
基
づ
き
、
西
日
本
本
部

と
し
て
団
結
し
最
重
要
課
題
で

あ
る
組
織
拡
大
を
や
り
き
り
次

世
代
の
仲
間
に
繋
げ
て
い
く
決

意
で
す
。

結
び
に
、
本
年
は
国
労
結
成

さ
れ
80

年
の
節
目
の
年
で
す
。

運
動
を
学
び
組
合
員
の
団
結
を

力
に
節
目
の
年
に
相
応
し
い
運

動
の
構
築
し
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
作
り
、
労
働
者
の
権
利
・
生

命
と
暮
ら
し
・
憲
法
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
擁
護
の
政
治
・

社
会
を
め
ざ
し
、
職
場
・
地
域

か
ら
全
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

西
日
本
本
部
執
行
部
は
、
闘
い

の
先
頭
に
立
つ
決
意
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
家

族
の
健
康
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
希
望
の
年
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

２
０
２
６
年
は
国
労
結
成
８
０
年
！

「
飛
躍
」
「
前
進
」
「
活
力
」
の
年
へ
！
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11

月
29

日
、
国
労
大
阪

会
館
に
て
西
日
本
本
部
工

務
協
議
会
第
37

回
定
期
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
森
川
幹
事

の
開
会
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

委
員
会
議
長
に
岡
山
地
本

の
定
弘
氏
を
選
出
し
議
事

進
行
が
さ
れ
ま
し
た
。

『
福
知
山
線
事
故
か
ら

20

年
が
経
過
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全
考

動
計
画
２
０
２
７
で
は
安

全
に
対
す
る
向
き
合
い
方

を
深
め
る
と
し
て
い
る
が
、

連
続
し
た
人
減
ら
し
合
理

化
施
策
の
強
行
で
、
全
て

の
系
統
で
労
働
条
件
が
悪

化
し
、
輸
送
障
害
や
労
災

事
故
等
が
多
発
し
て
お
り

利
益
優
先
と
し
た
会
社
の

姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
を
理
由
に
効
率
化
施

策
が
拡
大
さ
れ
要
員
削
減

が
拡
大
さ
れ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
等
に
よ
り
若
年

層
の
離
職
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く

地
域
交
通
と
し
て
の
役
割

に
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

25

春
闘
で
は
、
物
価
高
騰

以
上
の
賃
上
げ
を
目
標
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、

国
労
要
求
額
か
ら
は
大
き

く
下
回
る
回
答
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
26

春
闘
は
生

活
の
底
上
げ
が
実
感
で
き

る
賃
上
げ
を
目
標
に
全
員

が
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
政
治
問
題
で
は
７

月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

金
権
腐
敗
の
自
民
党
政
治

に
国
民
の
ノ
ー
が
叩
き
つ

け
ら
れ
、
参
議
院
で
も
自

公
政
権
は
過
半
数
を
下
回

る
結
果

と
な
っ

た
。
ア

メ
リ
カ

に
追
随

す
る
日

本
の
政

治
に
現

場
で
の

陰
り
が

見
え
は

じ
め
て

い
る
。

我
々
の

最
重
要

課
題
の

組
織
問

題
で
は

国
労
運
動
を
職
場
の
中
で

見
せ
る
取
組
や
他
労
組
と

の
対
話
活
動
に
全
組
合
員

が
全
力
で
奮
闘
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
』

『
10

月
に
熱
中
症
問
題

で
会
社
と
交
渉
、
今
年
の

夏
も
猛
暑
続
き
で
あ
っ
た

が
、
今
会
社
が
行
な
っ
て

い
る
の
は
熱
中
症
発
症
後

の
対
策
で
あ
り
未
然
に
防

ぐ
対
策
で
は
な
い
と
指
摘

し
て
き
た
が
、
十
分
な
熱

中
症
対
策
費
を
計
上
し
て

い
る
一
辺
答
で
議
論
が
食

い
違
い
は
解
消
さ
れ
な
か
っ

た
。
11

月
に
は
速
度
制
限

標
設
置
誤
り
に
つ
い
て
の

交
渉
で
は
、
台
帳
と
現
地

と

の

速

度

制

限

標

が

異

な

っ

て

い

る

こ

と

が

判

明

し

た

事

象

に

つ

い

て
、

同

一

事

象

有

無

の

調

査

で

西

日

本

管

内

に

お

い

て
11

箇

所

の

誤

り

が

判

明
し
た
。
会
社
は
脱
線
に

至
る
恐
れ
の
あ
る
誤
り
は

無
か
っ
た
と
回
答
し
た
が
、

福
知
山
線
事
故
の
ご
遺
族

様
や
ご
被
害
者
様
は
厳
し

い
声
を
上
げ
て
い
る
。
ま

た
東
急
電
鉄
の
信
号
シ
ス

テ
ム
設
定
誤
り
の
同
一
箇

所
点
検
調
査
で
も
５
駅
に

お
い
て
誤
り
が
発
覚
。
猛

烈
な
合
理
化
施
策
に
よ
る

要
員
削
減
で
全
て
の
系
統

の
職
場
で
労
働
環
境
が
悪

化
し
て
お
り
、
各
系
統
職

能
別
協
議
会
と
議
論
を
本

部
と
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。
』

長
尾
副
議
長
よ
り
２
０

２
４
年
度
の
活
動
総
括
と

２
０
２
５
年
度
の
活
動
方

針
の
提
案
に
よ
り
討
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

討

論

で

は

７

名

か

ら

『
線
別
を
間
違
え
て
検
査
・

作
業
を
実
施
し
て
し
ま
う

事
象
が
後
を
絶
た
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
は
組
合
と

議
論
し
対
策
を
打
つ
べ
き

で
あ
る
。
職
場
で
の
対
策

議
論
は
結
果
的
に
業
務
優

先
の
対
策
と
な
っ
て
い
る
。

大
単
位
化
の
本
区
体
制
に

な
り
若
手
の
超
過
勤
務
時

間
が
増
加
し
て
い
る
（
複

数
の
委
員
が
発
言
）
。
今

年
著
大
値
通
り
狂
い
が
連

続
し
て
発
生
し
て
い
る
が

近
年
の
猛
暑
は
想
定
し
て

い
る
以
上
の
暑
さ
も
原
因

の
１
つ
。
そ
の
猛
暑
対
策

は
社
員
に
は
対
策
を
打
っ

て
い
な
い
。
見
張
員
委
託

化
で
は
、
委
託
先
か
ら
の

見
張
員
の
労
働
環
境
が
悪

い
実
態
を
よ
く
聞
く
が
会

社
か
ら
の
点
検
が
必
要
。

近
畿
工
務
協
で
は
今
年
も

他
労
組
組
合
員
を
交
え
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。

巡
回
中
に
熱
中
症
で
救
急

車
緊
急
搬
送
さ
れ
た
事
象

が
発
生
。
熱
中
症
発
生
前

の
対
策
が
必
要
。
シ
ニ
ア

社
員
に
は
夜
勤
回
数
を
減

ら
し
て
ほ
し
い
。
非
番
で

も
遅
く
ま
で
超
過
勤
務
し

て
い
る
事
を
見
か
け
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
技
術

が
必
要
な
業
務
は
大
抵
シ

ニ
ア
社
員
が
行
な
っ
て
い

る
。
カ
ー
ブ
標
設
置
（
シ

ス
テ
ム
と
現
地
）
誤
り
が

あ
っ
た
。
構
造
物
へ
の
添

加
依
頼
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。
管
理
者
の
書
類
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。

担
務
別
で
配
置
し
て
い
た

机
が
、
何
処
で
座
っ
て
業

務
し
て
も
良
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
金
沢
で
は
、
北

陸
新
幹
線
延
伸
に
よ
り
保

線
関
係
は
３
職
場
し
か
直

轄
職
場
が
無
い
。
今
年
も

大
雪
除
雪
業
務
が
で
る
時

期
に
な
っ
て
お
り
心
配
。

熊
出
現
で
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
を
配
備
し
て
い
る
が

心
配
。
シ
ニ
ア
社
員
の
労

働
条
件
を
も
う
少
し
低
減

（
責
任
者
＝
計
画
書
作
成
）

し
て
欲
し
い
、
管
理
室
の

社
員
構
成
に
よ
り
担
務
が

大
き
く
異
な
る
。
』
の
発

言
が
あ
り
、
内
谷
議
長
の

集
約
に
よ
り
総
括
と
方
針

が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
内

谷
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
長
尾
副
議
長
発
信
）

人減らし合理化反対！必要な要員の確保を！

12

名
の
参
加
で
開
催

内

谷

議

長

の

挨

拶

大
北
書
記
長
の
挨
拶

方

針

提

案

と

討

論

２
０
２
５
年
度
西
日
本
工
務
協
新
役
員
体
制

議

長

内
谷

慎

（
近
畿
）
和
歌
山
保
線
区
御
坊
管
理
室

副
議
長

森
川

嘉
英
（
北
陸
）
敦
賀
保
線
区
敦
賀
管
理
室

副
議
長

長
尾

和
明
（
近
畿
）
神
戸
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

幹

事

定
広

文
彦
（
岡
山
）
倉
敷
保
線
区
総
社
管
理
室

幹

事

田
原

和
宣
（
広
島
）
広
島
保
線
区
広
島
管
理
室

事
務
長

北
村

健
一
（
米
子
）
米
子
保
線
区
鳥
取
管
理
室




